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論 文 内 容 要 旨  
 
論文題目  カルシウム修飾チタンの歯科インプラントへの応用に関する 
      基礎的研究 
 
























 骨芽細胞様細胞である MC3T3-E1を用いて in vitro細胞適合性評価を行った．70%エタノールで滅菌したそれぞれの試





 細菌は，グラム陽性球菌である Staphylococcus.aureus（S. aureus）と グラム陰性桿菌である Escherichia coli(E. coli) を





















 Ca-O3-Ti 試料表面の細菌付着数は Ti 単独試料と比較して有意に減少した．この結果は表面水酸基による親水性の発現
とその安定性が影響していると考えられた． 
【結語】 
 本研究によって，市販されている粗面チタン表面にもカルシウム修飾が可能であること，オゾンを溶存させたカルシウ
ム塩水溶液にチタン試料を浸漬させる簡便な方法でカルシウム修飾は可能なこと，この処理によってマイクロオーダース
ケールの構造変化は認められないこと，修飾にはチタン表面の水酸基が寄与していること，チタン表面に修飾されたカル
シウムは細胞接着性を高め，細菌付着性を促さないことが明らかになった．以上より，カルシウム修飾は歯科インプラン
トに適した表面処理方法であることが示唆された． 
 
 
